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表表－－１１  売売上上利利益益 1100 百百万万円円以以上上のの案案件件数数  

年度  調査  DDCS  無償
計  売上額累計 

(百万円) 

H15  1  12  5  18  569 

H16  2  9  5  16  440 

H17  0  13  1  13  476 

H18  1  10  5  16  368 

H19  1  3  4  8  163 

H20  0  3  2  5  174 

H21  1  7  5  13  401 

H22  4  8  0  12  440 

 

図図－－１１  利利益益分分析析カカーーブブ  
 無償案件が多大な労力を必要となり、儲からなくなった。 

 早期退職制度(H17)を適用した結果、シニアの社員数が極めて少なくなり、案件監理能力

が低下したため、借上外国人による施工監理案件が実施できなくなった。 

 B/Rの低下、円高進行により、各案件の利益率が低下した。 

 H22年度に、漸く H17年度レベルに回復した。 
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② 大型案件リスト 

石本時代に形成・受注した大型案件 

1) 南部高速 DD (2008.07.24) 

2) インダスハイウェイ CS (内藤課長) (2008.11.18) 

3) 南部高速 CS (2009.03.02) 

4) ハイデラバード外環 CS (内藤課長) (2009.11.03) 

5) ラックエン(道路橋梁) DD (2011.03.08) 

6) ダナン高速 DD (2011.11.15) 

③ ミッションの達成度 

 図－１に示す通り。大型案件をベースフロー。不採算案件の減少。 

④ 今後の課題 

 組織的に大型案件の受注・管理能力を高める。 

 
33..22   若若手手のの育育成成  

① 副参事クラスを PM  に育成 

石本時代に新規 PMとなった部員 

1) 坪井部長代理(ﾁｭﾝﾙｵﾝ~ﾐﾄﾜﾝ高速 PPP調査) 

2) 佐野課長(ﾐﾄﾜﾝ~ｶﾝﾄｰMETI調査) 

3) 内藤課長(ﾁｪﾝﾅｲ~ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰﾙMETI調査) 

4) 田中副参事(JICT設計施工監理) 

5) 戸谷副参事(ハイデラバード ITS‐MP調査) 

6) 奥野(健)副参事(ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ橋梁調査) 

② 技師クラスの実務経験蓄積 

  詳細設計を経験した若手がいない。 

③ ミッションの達成度 

  調査案件に偏ってしまった。 

④ 今後の課題 

  ダナン高速でトレーニング中(長井、前田、岩本)。 
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33..33   組組織織のの育育成成   ((ププロロジジェェククトトのの確確実実なな管管理理))  

① 組織の評価  (OPM31モデル) 

 

② 道路橋梁部の現状 

  部則の策定・更新(添付②) 

  部会開催、プレゼン機会の提供 

  プロジェクト支援Web 

  最新のアプリを利用 

③ ミッションの達成度 

④ 今後の課題 

 
33..44   ミミッッシショョンン以以外外のの課課題題  

 
① 国交省業務 

  ITS普及 

  高速道路セミナー事務局(ベトナム・インド)業務ほか 

② ITS/交通計画業務推進 

③ PPP業務推進 

④ JH 民営化(NEXCO)支援 

                                                              
1  OPM3: Organizational Project Management Maturity Model 
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⑤ グローバリゼーション 

 

44..  反反省省点点  

  部管理に目が届かなかった。 

  案件管理に目が届かなかった。 

55..  今今後後のの課課題題  

外部環境の理解と対応。 

 
 
 
 
 

① 利益確保 

② 技術継承 

③ 経営品質の向上 

  経営品質は、毎年向上しているのか？ 

④ グローバリゼーション対応 

  世界 4支店体制への移行 

⑤ 情報システムの構築 

⑥ プロジェクトマネジメント 

66..  最最後後にに  

20世紀の日本工営(添付③④)。 
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運輸技術部の運営方針 (2008.07.07) 

部長 石本 一鶴 

1 使命(ミッション) 

新生運輸技術部における石本の使命(ミッション)は次の 3 点である。 

① 大型案件の継続的受注 

② 若手の育成 

③ 組織の育成 (プロジェクトの確実な管理)

2 道路・橋梁グループと港湾・空港グループの運営方法について 

道路・橋梁グループと港湾グループの合併は短期的なイベントであり、2-3 年中に港湾・空港グループが受

注額 15-20 億円規模に成長し、独立した「部」となると期待している。 

プロジェクト関連情報、回覧資料などは、管理職レベルでは共有するものとするが、部員レベルでは共有し

ない。部会は両グループの情報共有の場とし、紹介された有益なベスト・プラクティスについては、個人レベル

で積極的に情報交換することとする。 

3 基本方針 

3.1 大型案件の受注 

利益を継続的に確保する仕組みを再構築する。道路・橋梁案件では、下記案件の受注に注力する。 

表－１ 注力する大型案件 (H20) 

 (百万円) 
H20 H21 H22 H23 H24 

案件名 
受注 売上 受注 売上 受注 売上 受注 売上 受注 売上

ｲﾝﾀﾞｽﾊｲｳｪｲ(CS) 500 50 - 150 - 150 - 150 - - 

南部高速(DD) 400 300 100 - - - - - - - 

南部高速(CS) 500 100 - 100 - 100 - 100 - 100 

ダナン～クワンガイ(DD) 500 100 - 350 - 50 - - - - 

ダナン～クワンガイ(CS) - - 500 50 - 100 - 100 - 100 

合計 2100 550 600 650 0 400 0 350 - 350 

注： 1) ｲﾝﾀﾞｽﾊｲｳｪｲおよび南部高速(DD)は受注済み。 
 2) 今後の案件の受注額は、用意できる要員数によって増減する。上記は 50%程度の MM が NK 要員である

場合。 
 

継続的な利益確保の仕組みとして、H20-21 年度中に H22 年度の大型案件を準備することが不可欠で

あり、ベトナム案件としては HCMC 環状 3 号線(南工区 60km)を候補としている。 

今後は、大型案件の実施を営業の基本とし、上表のように中期的視点で案件形成を計画・モニタリングす

る。 

3.2 若手の育成 

若手の育成には、次の 2 つの成果指標がある。 

2-1：副参事クラスを PM に育成 

2-2：技師クラスの実務経験蓄積 

Date&Time:08/07/07:13:18 1 / 3 
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3.2.1 副参事クラスをPMに育成 

運輸技術の「なりたい姿」のひとつは、「NK プロパーの PM の元、多数の NK 要員でプロジェクトを楽しみ、適

正な利益を確保する」ということである。 

その実現のための「あるべき姿」は、副参事クラスを PM 候補生と位置付け、PM としてのトレーニングを実施

する、ことである。既に下記の 4 名については実トレーニングを実施中である。 

表－２ 実施中の PM 育成トレーニング 

No. PM 候補者 トレーニング実施プロジェクト 備   考 

1 田中 敬明 インドネシア：タンジュンプリオク港アクセス道路 (ネシアでは PM 要件が厳格) 

2 佐野 祐一 チュニジア：ラデス橋  

3 関 康一郎 ベトナム：南部高速道路 施工監理の途中から PM 昇格を目
指す 

4 今田 進平 カントー橋 持ち出し 
 

一方、上記 4 名は実務としての PM 業務経験のみならず、プロジェクトマネジメントの知識面の強化が必要

であり、PMP 資格及び P2M 資格の取得を薦める。また、「コンサルタントによるスケジュール管理」を実施で

きるスキルを組織的に育成する。 

3.2.2 技師クラスの実務経験蓄積 

若手の技術力育成を体系的・系統的に実施する仕組みを構築し、個人の能力マップを作成する。これは

H20 年度の部内プロジェクトとして実施する。 

3.3 組織の育成 

3.3.1 運輸技術部が提供するサービスサービスとその管理指標 

運輸技術部が提供するサービスサービスとその管理指標は下表のとおりとする。 

表－３ 運輸技術部が提供するサービスとその管理指標 

管理指標 生産性向上(PI) 教育訓練(TR) 管理(MC)
提供するサービス
エンジニアリング・サービス(ES)
施工監理サービス(SV)
プロジェクトマネジメント・サービス(PM)
契約管理サービス(CM)
事業プロモーション・サービス(PP)  

3.3.2 解説 

提供するサービスについての解説は不要と思われるが、管理指標について以下に解説する。 

生産性向上(Productivity Improvement) 

各部門（道路、橋梁、港湾、空港）がそれぞれのサービスを提供するに当たり、生産性向上のために実施し

ている組織的な努力。 

教育訓練(Training) 

各部門（道路、橋梁、港湾、空港）がそれぞれのサービスを提供するに当たり、要員の能力向上のために実

施している努力。 

管理(Management&Control) 

各部門（道路、橋梁、港湾、空港）がそれぞれのサービスを提供中に実施している管理。 

Date&Time:08/07/07:13:18 2 / 3 
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3.3.3 経営品質の継続的評価：成熟度モデルの適用 

「運輸技術部の経営品質は、年々向上しているのか。その向上の程度は定量的に評価できているのか？」 

回答として、上記の表－３のマトリックスに基づき、運輸技術部の経営品質を継続的に向上する仕組みを

構築する。ビジネスモデルとして、成熟度モデルの１つである PMI の提唱する OPM3(Organizational Project 

Management Maturity Model)を適用する。 

 

図－１ 成熟度モデル(OPM3) 

OPM3 は、Standardize(標準化)→Measure(計測)→Control(制御)→Continuous Improve(継続的向

上)のサイクルを適用するモデルである。 

業務の可視化をベースとした作業手順の標準化によって、地域や国の多様性が定量的に評価可能とな

り、属人的なプロジェクトマネジメントから組織的なプロジェクトマネジメントへシフトすることによって、プロジェク

ト・リスクの低減が可能となり、失敗プロジェクトを無くすることが期待できる。 

3.3.4 プロジェクトマネジメントの品質とは 

質問： 実施するプロジェクト数が増えると組織のリスクは増加するのか？ 

回答： 組織の成功 ＝ （プロジェクト数） × （マネジメント品質） 

 

解説は意図的に示さないが、PM を担当するレベルの人は共通の解を有しているべきである。 

4 おわりに、継承と改革 

日本工営が営業を開始したのは 1946 年、爾来 60 年に亘って社会貢献してきた。日本経済が好調であっ

たという時期が支配的ではあったかもしれないが、数々の経営改革が推進され 21 世紀の今日に至ってい

る。この 60 年間、絶え間なく先輩から後輩へ理念の継承としての教育、スキルの継承としてのトレーニングが

実施されてきたことは疑う余地のない事実である。 

新生運輸技術部における石本のミッションもこの 60 有余年の延長上にある「継承と改革」であり、先輩達

の知恵と知識を後輩達に継承する幹事役が自分の役割であると認識している。 

この文書を読む先輩達、そして日本工営の文化と技術を継承する後輩達がより幸福となるようなマネジメン

トに挑戦して行きたいと覚悟していますので、各位のご指導・ご支援をこの文面を借りてお願いしたい。 
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初
め

て
受

注
し

た
本

格
道

路
調

査
  

(構
造

橋
梁

＆
N

K
)

1
9
9
0
　

～
　

2
0
0
5

幹
線

道
路

橋
梁

改
修

事
業

 　
I期

、
II期

、
III

期
、

IV
期

　
（
D

D
&
S
V

）
フ

ィ
リ

ピ
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
で

の
初

め
て

の
本

格
橋

梁
受

注

1
9
8
6
　

～
　

1
9
9
5

A
D

B
  
8
th

＆
1
1
ｔｈ

　
道

路
 (
D

D
 &

 S
V

)
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
時

初
め

て
の

Ａ
Ｄ

Ｂ
案

件
受

注
1
9
8
9
　

～
　

現
在

ラ
デ

ス
グ

ー
レ

ッ
ト

橋
（
D

D
&
S
V

）
チ

ュ
ニ

ジ
ア

チ
ュ

ニ
ジ

ア
で

初
め

て
の

本
格

橋
梁

受
注

  
(P

C
I 
&
 N

K
)

1
9
8
7
　

～
　

2
0
0
1

ベ
レ

イ
ナ

ー
マ

ラ
ラ

ウ
ア

道
路

　
（
J
IC

A
 D

D
 &

 J
B

IC
 S

V
Ｐ

Ｎ
Ｇ

初
め

て
の

Ｊ
ＩＣ

Ａ
本

格
Ｄ

Ｄ
受

注
1
9
8
9
　

～
　

1
9
9
0

白
ナ

イ
ル

橋
（
Ｆ

Ｓ
）

ス
ー

ダ
ン

ス
ー

ダ
ン

で
初

め
て

の
本

格
橋

梁

1
9
8
6
　

～
　

現
在

シ
ン

ズ
リ

道
路

（
Ｆ

Ｓ
、

無
償

：
第

一
工

区
、

第
四

工
区

、
第

二
工

区
、

第
三

工
区

)
ネ

パ
ー

ル
ネ

パ
ー

ル
で

初
め

て
の

2
0
0
億

円
を

越
す

超
大

型
道

路
無

償
で

現
在

も
進

行
中

1
9
9
3
　

～
　

1
9
9
7

サ
バ

キ
橋

（
無

償
）

ケ
ニ

ア
ケ

ニ
ア

で
初

め
て

の
本

格
橋

梁
受

注

1
9
8
6
　

～
　

1
9
9
2

Ｊ
Ｋ

Ｔ
イ

ン
ト

ラ
ア

ー
バ

ン
高

速
道

路
（
Ｄ

Ｄ
&
S
V

)
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
初

め
て

の
都

市
道

路
設

計
施

工
管

理
1
9
9
3
　

～
　

1
9
9
7

バ
グ

マ
テ

ィ
橋

（
無

償
）

ネ
パ

ー
ル

ネ
パ

ー
ル

の
都

心
部

に
か

か
る

橋
梁

1
9
8
9
　

～
　

1
9
9
2

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

都
市

道
路

計
画

 (
M

P
&
F
S
)

タ
ン

ザ
ニ

ア
ダ

ル
エ

ス
サ

ラ
ー

ム
市

内
の

本
各

都
市

道
路

整
備

1
9
9
4
　

～
　

1
9
9
8

ニ
ザ

ム
デ

ィ
ン

橋
　

（
無

償
）

イ
ン

ド
交

通
量

の
多

い
都

市
内

橋
梁

1
9
9
1
　

～
　

1
9
9
3

カ
ト

マ
ン

ズ
都

市
交

通
 (
M

P
)

ネ
パ

ー
ル

初
め

て
の

都
市

交
通

Ｍ
Ｐ

1
9
9
5
　

～
　

2
0
0
3

ク
ス

カ
ト

ラ
ン

橋
・
オ

ロ
橋

(主
要

交
通

イ
ン

フ
ラ

再
建

、
D

D
&
C

S
)

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
中

米
で

最
長

の
橋

梁

1
9
9
2
　

～
　

1
9
9
8

イ
ン

ダ
ス

ハ
イ

ウ
エ

イ
パ

キ
ス

タ
ン

パ
キ

ス
タ

ン
で

初
め

て
受

注
し

た
大

型
道

路
(P

C
I 
&
 N

K
)

1
9
9
5
　

～
　

1
9
9
8

シ
ェ

イ
ク

フ
セ

イ
ン

橋
・
キ

ン
グ

フ
セ

イ
ン

橋
　

（
無

償
）

ヨ
ル

ダ
ン

/
イ

ス
ラ

エ
ル

初
め

て
の

２
国

間
橋

梁
無

償
受

注

1
9
9
4
　

～
　

1
9
9
9

バ
ン

コ
ク

外
環

道
路

(S
V

)
タ

イ
バ

ン
コ

ク
郊

外
の

大
型

外
環

道
路

1
9
9
5
　

～
　

2
0
0
1

メ
コ

ン
橋

　
（
Ｆ

Ｓ
 ＆

無
償

）
カ

ン
ボ

ジ
ア

メ
コ

ン
河

に
か

か
る

2
番

目
の

橋
梁

1
9
9
5
　

～
　

2
0
0
5

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

道
路

　
(1

期
、

2
期

：
D

D
&
S
V

)
ス

リ
ラ

ン
カ

埋
設

物
が

多
く
困

難
を

極
め

た
都

市
内

道
路

1
9
9
5
　

～
　

2
0
0
1

パ
ク

セ
橋

　
（
Ｆ

Ｓ
 &

 無
償

）
ラ

オ
ス

・
タ

イ
メ

コ
ン

河
に

か
か

る
3
番

目
の

橋
梁

1
9
9
5
　

～
　

2
0
0
1

ル
サ

カ
市

内
道

路
整

備
（
無

償
）

ザ
ン

ビ
ア

ザ
ン

ビ
ア

で
初

め
て

受
注

し
た

道
路

無
償

1
9
9
8
　

～
　

2
0
0
2

マ
ン

ゴ
チ

橋
　

（
無

償
）

マ
ラ

ウ
イ

1
9
9
5
　

～
　

2
0
0
6

主
要

交
通

イ
ン

フ
ラ

再
建

計
画

 (
D

D
&
S
V

)
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

エ
ル

サ
ル

で
の

初
め

て
受

注
し

た
大

型
道

路
1
9
9
8
　

～
　

2
0
0
4

国
道

1
0
号

線
キ

エ
ン

橋
ヴ

ェ
ト

ナ
ム

海
外

で
初

め
て

の
斜

長
橋

1
9
9
6
　

～
　

2
0
0
3

カ
ン

パ
ラ

市
内

交
通

道
路

　
（
無

償
：
一

期
、

二
期

）
ウ

ガ
ン

ダ
ウ

ガ
ン

ダ
で

初
め

て
受

注
し

た
の

道
路

無
償

1
9
9
8
　

～
　

2
0
0
1

Ｋ
Ｂ

橋
（
無

償
）

パ
ラ

オ
旧

橋
撤

去
を

含
む

2
島

間
の

連
絡

橋

1
9
9
8
　

～
　

2
0
0
7

国
道

１
０

号
線

道
路

改
修

計
画

（
D

D
&
S
V

)
ヴ

ェ
ト

ナ
ム

初
め

て
の

ヴ
ェ

ト
ナ

ム
大

型
道

路
受

注
1
9
9
9
　

～
　

2
0
0
6

ラ
オ

ス
・
タ

イ
　

第
二

メ
コ

ン
国

際
橋

梁
ラ

オ
ス

・
タ

イ
メ

コ
ン

河
に

か
か

る
4
番

目
の

橋
梁

 (
オ

リ
エ

ン
タ

ル
&
N

K
)

1
9
9
9
　

～
　

2
0
0
5

ミ
ン

ド
ロ

西
海

岸
道

路
（
D

D
&
S
V

）
フ

ィ
リ

ピ
ン

ミ
ン

ダ
ナ

オ
の

大
型

道
路

改
良

1
9
9
8
　

～
　

現
在

カ
ン

ト
ー

橋
（
F
S
, 
D

D
, 
S
V

)
ヴ

ェ
ト

ナ
ム

メ
コ

ン
河

に
か

か
る

5
番

目
（
最

大
）
橋

梁

2
0
0
0

平
成

1
2

道
路

・
橋

梁
・
軌

道
部

（
港

湾
・
空

港
部

が
分

離
）

1
9
9
8
　

～
　

2
0
0
6

ハ
イ

バ
ン

ト
ン

ネ
ル

建
設

計
画

 (
D

D
&
S
V

)
ヴ

ェ
ト

ナ
ム

初
め

て
の

長
大

ト
ン

ネ
ル

受
注

2
0
0
0
　

～
　

2
0
0
2

カ
ズ

ン
グ

ラ
橋

　
（
Ｆ

Ｓ
）

ボ
ツ

ワ
ナ

/
ザ

ン
ビ

ア
2
国

間
に

ま
た

が
る

国
際

橋
梁

2
0
0
1

道
路

橋
梁

部
2
0
0
1
　

～
　

現
在

ボ
ズ

ユ
ク

～
メ

ケ
セ

道
路

改
良

ト
ル

コ
ト

ル
コ

で
初

め
て

受
注

し
た

本
格

道
路

　
（
ト

ン
ネ

ル
を

含
む

）
2
0
0
2
　

～
　

2
0
0
5

橋
梁

建
設

計
画

　
（
無

償
）

ボ
ス

ニ
ア

/
ヘ

ル
ツ

ゴ
ビ

ナ
内

戦
後

の
復

旧
支

援
事

業

平
成

1
3

2
0
0
2
　

～
　

2
0
0
7

ス
ー

ビ
ッ

ク
～

ク
ラ

ー
ク

高
速

道
路

　
（
D

D
&
S
V

)
フ

ィ
リ

ピ
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
で

初
め

て
の

本
格

的
な

都
市

間
高

速
道

路
2
0
0
3
　

～
　

2
0
0
5

パ
ド

マ
橋

梁
　

（
Ｆ

Ｓ
）

バ
ン

グ
ラ

デ
ッ

シ
ュ

大
型

橋
梁

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
0
3
　

～
　

2
0
0
5

カ
ブ

ー
ル

カ
ン

ダ
ハ

ル
道

路
　

（
無

償
）

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

戦
争

復
興

第
1
号

案
件

2
0
0
4
　

～
　

2
0
0
5

ハ
イ

ラ
ン

ド
橋

梁
改

修
　

（
無

償
）

Ｐ
Ｎ

Ｇ
治

安
の

悪
い

奥
地

で
の

橋
梁

無
償

2
0
0
6
　

～
　

2
0
0
7

パ
キ

ス
タ

ン
全

国
総

合
交

通
計

画
　

（
M

P
&
F
S
)

パ
キ

ス
タ

ン
初

め
て

の
全

国
都

市
交

通
Ｍ

Ｐ
2
0
0
4
　

～
　

2
0
0
6

国
道

５
号

線
橋

梁
改

修
　

（
無

償
）

マ
ラ

ウ
イ

2
0
0
6
　

～
　

2
0
0
7

カ
ン

ボ
ジ

ア
全

国
道

路
網

計
画

 (
M

P
&
F
S
)

カ
ン

ボ
ジ

ア
カ

ン
ボ

ジ
ア

で
の

初
め

て
の

全
国

道
路

調
査

2
0
0
4
　

～
　

現
在

マ
カ

ラ
国

際
橋

梁
　

（
無

償
）

エ
ク

ア
ド

ル
/
ペ

ル
ー

エ
ク

ア
ド

ル
で

の
初

め
て

の
橋

梁
受

注

2
0
0
7
　

～
　

2
0
0
8

ス
ラ

ウ
エ

シ
開

発
支

援
道

路
計

画
（
M

P
&
F
S
)

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

に
お

け
る

初
め

て
の

道
路

Ｍ
Ｐ

受
注

2
0
0
6
　

～
　

2
0
0
7

第
三

メ
コ

ン
国

際
橋

梁
(N

ak
h
o
n
 P

h
an

o
m

 -
T
ak

e
k )

の
D

D
の

A
dv

is
o
ry

 S
e
rv

ic
e

タ
イ

メ
コ

ン
河

に
か

か
る

6
番

目
の

橋
梁

2
0
0
6
　

～
　

現
在

タ
ン

ジ
ュ

ン
プ

リ
オ

ク
ア

ク
セ

ス
 (
D

D
&
S
V

)
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
超

大
型

の
都

市
高

架
道

路
2
0
0
6
　

～
　

現
在

新
マ

ナ
ー

橋
(無

償
)

ス
リ

ラ
ン

カ

2
0
0
7
　

～
　

現
在

持
続

可
能

な
総

合
運

輸
交

通
開

発
戦

略
策

定
調

査
(M

P
)

ヴ
ェ

ト
ナ

ム
ヴ

ェ
ト

ナ
ム

の
総

合
調

査
(A

L
M

E
C

&
P

C
I&

N
K
)

2
0
0
8
　

～
　

現
在

ヴ
ェ

ト
ナ

ム
南

部
高

速
道

路
(A

D
B

:D
D

)
ヴ

ェ
ト

ナ
ム

ヴ
ェ

ト
ナ

ム
で

の
初

め
て

の
高

速
道

路

選
定

し
た

理
由

・
条

件

2
0
0
8

平
成

2
0

7
月

運
輸

技
術

部
(道

路
･橋

梁
部

+
空

港
港

湾
部

)

道
路

橋
梁

部
の

変
遷

①
　

基
本

的
に

Ｎ
Ｋ

が
プ

ラ
イ

ム
で

あ
る

こ
と

（
サ

ブ
で

も
か

な
り

の
ウ

エ
イ

ト
を

占
め

る
場

合
は

Ｏ
Ｋ

）

1
9
6
5
　

～
　

1
9
7
4

1
9
6
5
　

～
　

1
9
7
4

②
　

Ｏ
Ｄ

Ａ
事

業
又

は
そ

の
国

に
と

っ
て

何
ら

か
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

③
　

受
注

規
模

が
大

き
い

、
契

約
が

２
期

、
３

期
と

継
続

さ
れ

る
、

技
術

的
に

評
価

さ
れ

る海
外

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
部

門
　

　
運

輸
技

術
部

の
変

遷

（
軌

道
課

が
鉄

道
技

術
部

と
し

て
独

立
し

、
運

輸
交

通
事

業
部

は
道

路
橋

梁
、

港
湾

空
港

、
鉄

道
技

術
部

の
３

部
体

制
と

な
る

）

運
輸

交
通

事
業

部
の

設
立

1
9
9
8

平
成

1
0

運
輸

室
の

創
設

吉
松

室
長

大
村

室
長

有
坂

室
長

代
理

主
要

道
路

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

主
要

橋
梁

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

歴
代

部
長

有
坂

部
長

岸
田

部
長

真
柴

部
長

新
開

部
長

松
沢

部
長

田
沼

部
長

中
川

部
長

藤
沢

部
長

（
石

本
部

長
H

2
0
.7

よ
り

）

2012-03-05

24 / 46



Ｈ
２

０
．

７
．

７
作

成
：
　

高
風

　
博

行
Ｈ

２
０

．
６

．
１

７
作

成
：
　

工
藤

　
宗

一

コ
ナ

ク
リ

港
ギ

ニ
ア

当
時

の
港

湾
ス

タ
ッ

フ
が

殆
ど

関
わ

っ
た

案
件

ビ
エ

ン
チ

ャ
ン

国
際

空
港

拡
張

（
無

償
）

ラ
オ

ス
空

港
第

一
号

案
件

ラ
ゴ

ス
漁

港
建

設
計

画
（
F
S
)

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

岸
田

氏
が

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し

て
赴

任
新

テ
グ

シ
ガ

ル
パ

国
際

空
港

（
下

請
け

）
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
J
A

C
の

下
請

け

1
9
8
0

1
9
7
4
～

1
9
7
7

プ
ラ

リ
河

電
力

開
発

（
F
S
)

パ
プ

ア
・
ニ

ュ
ー

ギ
ニ

ア
ア

ル
ミ

精
錬

事
業

の
た

め
の

、
原

料
製

品
取

扱
港

湾
。

大
久

保
氏

、
大

貫
氏

が
参

画
1
9
7
9
　

～
　

1
9
7
9

パ
ラ

グ
ア

イ
新

空
港

計
画

パ
ラ

グ
ア

イ
J
A

C
の

下
請

け

昭
和

5
5

1
9
7
8
～

1
9
7
9

ウ
ォ

ロ
ギ

シ
鉄

鉱
石

開
発

調
査

（
F
S
)

リ
ベ

リ
ア

港
湾

案
件

で
は

始
め

て
の

Ｊ
ＩＣ

Ａ
調

査
1
9
8
0
　

～
　

1
9
8
0

バ
ン

コ
ク

国
際

空
港

拡
張

計
画

バ
ン

コ
ク

空
港

グ
ル

ー
プ

円
借

款
第

一
号

案
件

1
9
7
9

パ
イ

オ
ニ

ア
鉄

鉱
山

開
発

関
連

イ
ン

フ
ラ

調
査

（
F
S
)

フ
ィ

リ
ピ

ン
東

南
ア

ジ
ア

で
の

Ｊ
ＩＣ

Ａ
調

査
に

参
画

。
時

の
久

保
田

社
長

か
ら

は
、

民
間

色
の

強
い

本
件

の
受

注
に

苦
言

が
述

べ
ら

れ
た

。
1
9
8
2
　

～
　

1
9
8
5

コ
ロ

ン
ボ

国
際

空
港

拡
張

計
画

ス
リ

ラ
ン

カ
J
IC

A

1
9
7
9
～

1
9
8
4

日
比

友
好

道
路

関
連

フ
ェ

リ
ー

タ
ー

ミ
ナ

ル
建

設
計

画
フ

ィ
リ

ピ
ン

港
湾

案
件

で
の

円
借

款
事

業
に

始
め

て
参

画
。

４
フ

ェ
リ

ー
サ

イ
ト

の
建

設
事

業
1
9
8
3
　

～
　

1
9
8
4

ナ
ド

ー
ル

新
国

際
空

港
（
開

調
）

モ
ロ

ッ
コ

1
9
8
5

交
通

技
術

部
の

設
立

1
9
8
5
　

～
　

1
9
8
7

コ
ー

ズ
ウ

ェ
イ

建
設

（
無

償
）

キ
リ

バ
ス

太
平

洋
州

に
お

け
る

無
償

案
件

1
9
8
6
　

～
　

1
9
8
6

マ
ジ

ュ
ロ

国
際

空
港

（
民

間
）

マ
ー

シ
ャ

ル
川

崎
製

鉄
か

ら
の

委
託

昭
和

6
0

1
9
8
6
　

～
　

1
9
8
9

プ
エ

ル
ト

モ
ン

ト
漁

港
（
無

償
）

チ
リ

初
め

て
の

南
米

で
の

水
産

無
償

案
件

1
9
8
6
  

～
　

1
9
8
8

空
港

セ
ク

タ
ー

開
発

計
画

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

J
IC

A
開

調

1
9
8
5
　

～
　

1
9
9
3

マ
プ

タ
プ

ッ
ト

港
　

（
D

D
、

S
V

）
タ

イ
初

の
大

型
港

湾
案

件
1
9
8
9
　

～
　

1
9
9
0

オ
ー

ロ
ラ

空
港

、
サ

ン
タ

エ
レ

ナ
空

港
改

修
計

画
グ

ァ
テ

マ
ラ

J
IC

A
開

調

1
9
9
0
　

～
　

1
9
9
3

パ
ナ

マ
運

河
代

替
案

パ
ナ

マ
日

米
パ

合
計

6
社

に
よ

る
ス

タ
デ

ィ
1
9
9
1
　

～
　

1
9
9
2

新
ラ

バ
ウ

ル
（
ト

ク
ア

）
空

港
整

備
計

画
パ

プ
ア

ニ
ュ

ー
ギ

ニ
ア

M
P

及
び

F
S

1
9
9
0
　

～
　

1
9
9
1

べ
ノ

ア
港

（
M

P
、

F
S
）

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

初
め

て
の

A
D

B
港

湾
案

件
1
9
9
4
　

～
　

2
0
0
0

上
海

浦
東

国
際

空
港

整
備

計
画

中
国

M
P

、
F
S
、

D
D

、
O

M

1
9
9
2
　

～
　

1
9
9
3

ジ
ャ

ワ
バ

リ
フ

ェ
リ

ー
タ

ー
ミ

ナ
ル

（
D

D
、

S
V

）
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
P

社
か

ら
逆

転
受

注
し

た
案

件
1
9
9
5
　

～
　

1
9
9
8

新
ラ

バ
ウ

ル
（
ト

ク
ア

）
空

港
整

備
計

画
（
無

償
）

パ
プ

ア
ニ

ュ
ー

ギ
ニ

ア
空

港
グ

ル
ー

プ
無

償
第

一
号

案
件

（
B

D
、

D
D

、
C

S
）

1
9
9
1
　

～
　

現
在

バ
リ

海
岸

保
全

（
D

D
、

S
V

）
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
初

め
て

の
大

型
海

岸
保

全
案

件
1
9
9
7
　

～
　

1
9
9
7

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
空

港
整

備
計

画
（
無

償
）

カ
ン

ボ
ジ

ア
B

D
（
内

戦
の

た
め

打
ち

切
り

）

1
9
9
2
　

～
　

1
9
9
9

ウ
ジ

ュ
ン

パ
ン

ダ
ン

港
（
D

D
、

S
V

)
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
P

社
か

ら
逆

転
受

注
し

た
案

件
1
9
8
9
　

～
　

1
9
9
2

ニ
ノ

イ
ア

キ
ノ

第
３

タ
ー

ミ
ナ

ル
計

画
フ

ィ
リ

ピ
ン

B
O

T
融

資
団

の
技

術
サ

ポ
ー

ト

1
9
9
3
　

～
　

2
0
0
0

ハ
イ

フ
ォ

ン
港

第
1
期

（
F
S
、

D
D

、
S
V

）
ベ

ト
ナ

ム
初

め
て

の
ベ

ト
ナ

ム
で

の
大

型
港

湾
案

件
1
9
9
9
　

～
　

2
0
0
0

白
雲

国
際

空
港

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
中

国
輸

銀
の

技
術

サ
ポ

ー
ト

1
9
9
3
　

～
　

現
在

カ
イ

ラ
ン

港
（
F
S
、

D
D

、
S
V

）
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
ハ

イ
フ

ォ
ン

港
に

続
く
ベ

ト
ナ

ム
で

の
大

型
港

湾
案

件
1
9
9
9
　

～
　

2
0
0
5

コ
ロ

ン
ボ

国
際

空
港

拡
張

計
画

ス
リ

ラ
ン

カ
J
IC

A
連

携
D

D
、

C
S
　

（
J
A

C
・
N

K
J
V

）

1
9
9
4
　

～
　

2
0
0
1

カ
ヤ

オ
港

　
（
S
A

P
R

O
F
）

ペ
ル

ー
初

め
て

受
注

し
た

S
A

P
R

O
F
港

湾
案

件
2
0
0
0
　

～
　

2
0
0
0

長
楽

、
深

セ
ン

国
際

空
港

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
中

国
輸

銀
の

技
術

サ
ポ

ー
ト

1
9
9
4
　

～
　

1
9
9
8

マ
プ

タ
プ

ッ
ト

港
第

2
期

　
（
D

D
、

S
V

）
タ

イ
第

2
期

工
事

の
詳

細
設

計
、

施
工

監
理

2
0
0
0
　

～
　

2
0
0
1

美
蘭

、
簫

山
国

際
空

港
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

中
国

輸
銀

の
技

術
サ

ポ
ー

ト

1
9
9
5
　

～
　

1
9
9
8

ラ
ヨ

ン
オ

レ
フ

ィ
ン

（
D

D
、

S
V

）
タ

イ
マ

プ
タ

プ
ッ

ト
港

関
連

の
民

間
発

注
案

件
1
9
9
5
　

～
　

2
0
0
1

タ
ン

ソ
ン

ニ
ャ

ッ
ト

国
際

空
港

整
備

計
画

ベ
ト

ナ
ム

J
B

IC
S
A

P
R

O
F
、

C
S
　

（
J
A

C
・
N

K
J
V

）

1
9
9
6
　

～
　

現
在

フ
ィ

ー
ダ

ー
ポ

ー
ト

（
D

D
、

S
V

）
フ

ィ
リ

ピ
ン

3
6
港

を
対

象
と

し
た

大
型

小
規

模
港

湾
案

件

1
9
9
8
　

～
　

1
9
9
9

ポ
チ

港
（
S
A

P
R

O
F
)

グ
ル

ジ
ア

初
の

旧
ソ

連
港

湾
案

件

1
9
9
9
　

～
 2

0
0
1

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

魚
市

場
（
水

産
無

償
）

タ
ン

ザ
ニ

ア
1
0
年

以
上

参
画

し
な

か
っ

た
水

産
無

償
案

件
の

受
注

1
9
9
9
　

～
　

2
0
0
0

マ
リ

ゴ
ッ

ト
漁

港
（
水

産
無

償
）

ド
ミ

ニ
カ

ダ
ル

エ
ス

サ
ラ

ー
ム

魚
市

場
に

引
き

続
き

連
続

受
注

2
0
0
0

平
成

1
2

港
湾

・
空

港
部

（
道

路
・
橋

梁
・
軌

道
部

か
ら

分
離

）
2
0
0
0
　

～
　

2
0
0
2

ラ
ウ

ニ
オ

ン
港

（
J
IC

A
 D

D
)

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
初

め
て

の
J
IC

A
本

格
D

D
受

注
2
0
0
1
　

～
　

2
0
0
4

第
二

バ
ン

コ
ク

国
際

空
港

地
盤

改
良

工
事

タ
イ

新
バ

ン
コ

ク
空

港
の

C
S

2
0
0
0
　

～
　

2
0
0
3

デ
ィ

リ
港

（
D

D
、

C
S
）

東
テ

ィ
モ

ー
ル

東
テ

ィ
モ

ー
ル

で
初

め
て

受
注

し
た

港
湾

案
件

2
0
0
2
　

～
　

2
0
0
3

次
世

代
航

空
保

安
シ

ス
テ

ム
連

携
D

D
フ

ィ
リ

ピ
ン

J
IC

A
次

世
代

航
空

保
安

第
一

号
案

件
　

（
A

S
C

O
・

N
K
J
V

）

2
0
0
0
　

～
　

現
在

ハ
イ

フ
ォ

ン
港

第
2
期

（
F
S
、

D
D

、
S
V

）
ベ

ト
ナ

ム
特

別
円

借
款

案
件

2
0
0
3
　

～
　

2
0
0
5

第
二

バ
ン

コ
ク

国
際

空
港

構
内

道
路

工
事

タ
イ

新
バ

ン
コ

ク
空

港
の

C
S
（
N

K
、

T
h
ai

 l
o
c
al

 J
V

)

2
0
0
3
　

～
　

現
在

ラ
ウ

ニ
オ

ン
港

（
S
V

)
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

初
め

て
の

中
米

で
の

大
型

施
工

監
理

案
件

2
0
0
3
　

～
　

2
0
0
6

新
国

際
空

港
開

発
計

画
（
開

調
）

グ
ァ

テ
マ

ラ
M

P
、

F
S
　

（
J
A

C
・
N

K
J
V

）

2
0
0
3
　

～
　

現
在

リ
エ

カ
港

（
D

D
）

ク
ロ

ア
チ

ア
世

界
銀

行
発

注
案

件
2
0
0
4
　

～
　

現
在

ボ
リ

ス
ポ

ー
ル

国
際

空
港

整
備

計
画

ウ
ク

ラ
イ

ナ
J
B

IC
S
A

P
R

O
F
、

C
S
　

（
J
A

C
・
N

K
J
V

）

2
0
0
3
　

～
　

2
0
0
4

ク
ラ

イ
ペ

ダ
港

　
（
J
IC

A
　

F
S
）

リ
ト

ア
ニ

ア
初

の
バ

ル
ト

３
国

港
湾

案
件

2
0
0
5
　

～
　

2
0
0
7

主
要

空
港

保
安

体
制

強
化

計
画

（
開

調
、

技
プ

ロ
）

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

N
K
単

独
案

件

2
0
0
4
　

～
　

現
在

カ
イ

メ
ッ

プ
チ

ー
バ

イ
港

　
（
D

D
、

S
V

）
ベ

ト
ナ

ム
南

部
ベ

ト
ナ

ム
で

の
大

型
港

湾
案

件
2
0
0
5
　

～
　

2
0
0
6

ペ
ン

ペ
イ

国
際

空
港

開
発

計
画

（
開

調
）

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア

M
P

、
F
S
　

（
N

K
・
J
A

C
J
V

）

2
0
0
5
　

～
　

2
0
0
6

タ
ン

ジ
ュ

ン
プ

リ
オ

ク
港

（
J
IC

A
連

携
D

D
）

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

J
P

C
と

の
J
V

で
N

K
が

L
e
ad

in
g

2
0
0
8
　

～
　

2
0
0
8

イ
バ

ト
空

港
開

発
計

画
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
ジ

ェ
ト

ロ
F
S
（
N

K
単

独
）

選
定

し
た

理
由

・
条

件

運
輸

交
通

事
業

部
の

設
立

1
9
9
8

平
成

1
0

運
輸

室
の

創
設

吉
松

室
長

大
村

室
長

有
坂

室
長

代
理

港
湾

空
港

部
の

変
遷

1
9
6
5
　

～
　

1
9
7
4

1
9
6
5
　

～
　

1
9
7
4

海
外

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
部

門
　

　
運

輸
技

術
部

の
変

遷

主
要

港
湾

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

主
要

空
港

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

①
　

基
本

的
に

Ｎ
Ｋ

が
プ

ラ
イ

ム
で

あ
る

こ
と

（
サ

ブ
で

も
か

な
り

の
ウ

エ
イ

ト
を

占
め

る
場

合
は

Ｏ
Ｋ

）

②
　

Ｏ
Ｄ

Ａ
事

業
又

は
そ

の
国

に
と

っ
て

何
ら

か
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

③
　

受
注

規
模

が
大

き
い

、
契

約
が

２
期

、
３

期
と

継
続

さ
れ

る
、

技
術

的
に

評
価

さ
れ

る

2
0
0
8

平
成

2
0

7
月

運
輸

技
術

部
(道

路
･橋

梁
部

+
港

湾
空

港
部

、
8
年

3
ヶ

月
に

て
K
X
は

消
滅

)

歴
代

部
長

有
坂

部
長

岸
田

部
長

真
柴

部
長

新
開

部
長

松
沢

部
長

田
沼

部
長

中
川

部
長

藤
沢

部
長

（
石

本
部

長
H

2
0
.7

よ
り

）

歴
代

部
長

西
村

部
長

大
貫

部
長

西
村

部
長

畑
山

部
長
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